
　　　　

2025 年 2 月 15 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携

・医療機関に情報提供を行ってもらう。必要であれば情報提供を行う
・個別のケース検討のための会議への出席
・自立支援協議会への参加

職員の質の向上

・虐待防止・身体拘束研修　・感染書・災害研修・防災研修
・看護師向けの医療的ケア等の研修
・音楽療法の研修　・リハビリ研修

主な行事等

・２月豆まき　・３月おひなまつり　・七夕祭り　・夏祭り　・運動会　・ハロウィンパーティ　・クリスマス

・安心して気持ちを表出してもらえるよう信頼関係の構築に努める
・いろいろな手段を用いてコミュニケーションを取りその子の特性や発達段階に合わせた支援を行う

・音楽療法士が子どもの心身の状況に合わせた音楽プログラムを行う
・集団生活では、お友達と関わりながら楽しく活動に参加できるようにしていく

家族支援

・活動の様子やこどもの様子、できるようになったことや得意なことなどを
　伝えて育児の助けとなるようにする
・相談支援員や関係機関との定期的な支援会議に参加し問題点等を把握し支援
　する

移行支援

・併行する保育園や、移行先の保育園等と支援内容の共有や支援方法の
　伝達を行う
・学校との支援内容の共有を行い、支援内容の参考とする
・就学時には見学に来てもらったり直接情報共有を行う

本
人
支
援

支　援　内　容

・子ども一人ひとりの疾患を理解し、合併障害ともに異常の早期発見や、医療的ケア安全に行い、問題点に対しては適切な対応行い、健康と生活を守る
・食事・排泄の基本的な生活リズムを身に着ける支援を行う

・理学療法士による拘縮進行予防を目的としたストレッチを行う
・できる動きを大切にしながら身体を動かす楽しさを感じられる運動往路プログラムを提供する
・子どもの感覚特性を踏まえいろいろな感触や感覚を感じてもらう

・毎日朝の会、始まりの会（日付け、天気、お名前呼び、スタッフの紹介、予定の確認等）を実施
・朝の会、始まりの会では、その日の子どもたちの心身の様子を丁寧に把握する
・朝の体操を行い緊張をほぐしてから活動できるよう支援する
・絵本の読み聞かせや、季節を感じられる製作や活動を行う

法人（事業所）理念
「保護者と共に、いきいきとした子どもの豊かな未来を育む」を理念に掲げ、子どもたち一人ひとりをしっかりと見つめた温かい療育を行い
　子どもたちの成長を保護者と共に喜び、分かち合う

支援方針

１，当施設は療育サービスを通じ「一人ひとりが自分らしく、将来に羽ばたける」サービスを提供します
２，医療的ケアの必要な重度心身障害児を積極的に受け入れ、すべての子どもたちが健やかに成長するために、適切な環境を等しく確保して参ります
３，子どもたちのご家族及び地域とオープンで参加型の施設運営を行うとともに、区や療育センター、地域こども・子育て支援事業を行う方々と密接な連携に努めます

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 カンガルー療育支援室　横浜東部ステーション 支援プログラム 作成日


